
１年２学期 第２時 「すごろくトーキング」

【本時のねらい】

２学期になり、気持ちを新たに、新しい班の中での人間関係を深めていく。

【ターゲットスキル】

自己信頼 共感性

【エクササイズ＆準備物】

アイスブレーキング：『絵しりとり』 大きめの紙、マーカー（各班）

メインエクササイズ：『すごろくトーキング』 駒セット（各班人数分）、

すごろくシート（各班）

【授業のポイント】

すごろくのお題に沿ったトーキングを、班でルールを決めながら進めていく。お題は、駒が進

むに従って徐々に内容の深いものになっているので、やりとげた後の心地よさを感じてもらい

たい。ただし、言いたくないお題には答えなくてよい、というルールは徹底する。

【流れ】

活動の流れ 留意点・教具等

『絵しりとり』

①教員二人で、「絵しりとり」のモデリングを行う。 ○班に１枚画用紙、マー

＊絵だけでしりとりをする。何を描いたかしゃべらない。 カー１セットを準備する。

生徒に何を描いたかあててもらう。 好きな色を使って描く。

②班でモデリングと同じように、絵を描いてしりとりを行う。○個性がよく出ているも

制限時間内（５分）で進めるだけ進める。 のを紹介する。

③感想を班で交流し、作品を全体に紹介する。

『すごろくトーキング』 ○班に布製サイコロ１個、

①順番にさいころを振り、出た目の数を進み、止まったとこ すごろくのコマ人数分、

ろのお題について答える。 すごろくシート１枚を配

②班でルール（まわる順番、ゴールの方法等）を考える。 布する。

③ちゃんと受けとめ（「へー」「そうなんですか」等）をする。

④言いたくないお題については、「パス」してもいい。 ○生徒に安心感を与える。

①班でルールを決め、順番にさいころを振ってすごろくを始 ○活動が停滞している班

める。 には、中に入って聴き役

にまわったりして、支援

②一人ひとりの発言を、心で受けとめる。 する。

○お題の内容が、徐々に

③発言に対して質問をしてもいい。 深まっていく配列になっ

ているので、それに合わ

④全員がゴールすれば終了。 せてよく観察する。
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活動の流れ 留意点・教具等

フィードバックの視点

①班ですごろくを終えた感想を交流する。 ・班での工夫（ルール等）

②班でのベストアンサーを選ぶ。 を紹介する。

③全体にベストアンサーを紹介する。 ・自己開示の心地よさを

④教員からのフィードバックを行う。 生徒のふりかえりからひ

ろう。

〔参考文献〕

『構成的グループエンカウンター辞典』國分康孝・國分久子編 図書文化社

「すごろくトーキング」

子どもの気づき

・すごろくトーキングの内容で好きな教科が一緒やった！

・みんなで楽しめたからよかった。班の人の事が知れたからすごく嬉しい！

・めっちゃ楽しかった！すごい楽しい気持ちになった！

・ちょっと言いにくいこともあったけど、ちゃんと言えた！楽しかった！

・次はもっとマスを多くしてもう一回すごろくトーキングしたいな～って思った。

・めっちゃ楽しかったし、おもしろかった。Yくんの発言がおもしろかった。
・すごろくトーキングで話をしてなんかすっきりした！みんなのことも知れた！

教員からのコメント

・単純で簡単なような気がするかもしれませんが、このような単純な授業というものは、結構配

慮を必要とします。まず、ウォーミングアップで、子どもたちの気持ちをのせることが大切です。

絵しりとりで、教員の個性があらわれるように大胆に描いてみてはどうでしょうか。すごろくの

ルールづくりは大切です。ルールと心地よさというものがちゃんと共存しているということを、

子どもに実感させることが大切です。そうでなければ、さいころを冗談で投げちゃうような子ど

もが出てくるかもしれません。
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